
 

                                  

                                  

                                  

                                  

文
科
省
は
言
い
ま
し

た
。「
今
の
小
中
学
校
の

『
道
徳
』
に
代
え
て
、

一
教
科
と
し
て
『
徳
育

科
』
を
設
け
た
い
と
。

一
教
科
と
す
る
こ
と
は
、

も
ち
ろ
ん
評
価
を
つ
け 

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
▼
小
泉
、
安

倍
元
首
相
も
よ
く
言
い
ま
し
た
。

（
福
田
首
相
は
、
今
は
そ
ん
な
こ
と

を
言
っ
て
い
る
〝
ひ
ま
〞
も
な
さ

そ
う
だ
が
）
「
今
の
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
の
は
規
範
だ
」
と
。
要
す
る

に
道
徳
で
す
。
確
か
に
人
間
に
と
っ

て
道
徳
は
必
要
で
す
。
▼
そ
の
範
た

る
者
は
大
人
・
・
特
に
政
治
家
は
な

お
さ
ら
。
そ
れ
が
ど
う
で
す
。
政
治

の
中
枢
に
い
る
人
達
の
汚
さ
、
嘘
と

ご
ま
か
し
の
連
続
・
・
何
か
そ
れ
が

当
た
り
前
で
国
民
が
「
ま
た
か
」
と

そ
の
罪
悪
さ
を
感
じ
な
く
さ
え
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
▼
国
会
証
人
喚

問
で
守
屋
前
防
衛
事
務
次
官
は
「
額

賀
財
務
相
と
久
間
元
防
衛
相
が
宮

崎
「
山
田
洋
行
」
元
専
務
と
宴
席
を

と
も
に
し
た
」
と
言
い
ま
し
た
。
証

人
喚
問
で
嘘
を
つ
け
ば
偽
証
罪
に

問
わ
れ
ま
す
。
▼
し
か
し
二
人
は

「
記
憶
に
な
い
」
「
な
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
で
っ
か
い

嘘
を
平
気
で
つ
く
人
た
ち
。
規
範
が

必
要
な
の
は
あ
な
た
た
ち
で
し
ょ

う
。 
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１１
月
２７
日
小
川
地
区
衛
生
組
合
（
小

川
町
、
嵐
山
町
、
滑
川
町
、
と
き
が
わ

町
、
東
秩
父
村
）
議
会
が
開
催
さ
れ
、

二
〇
〇
六
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
議
会
よ
り
柳
田
た
え
こ
議
員
が

小
川
町
衛
生
議
会
議
員
と
し
て
出
席
。

議
長
に
は
小
川
町
議
長
大
塚
司
朗
氏
、

副
議
長
に
嵐
山
町
議
長
柳
勝
次
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

八
〇
％
が
町
村
の
分
担
金 

組
合
財
源
の
八
〇
％
が
各
町
村
か

ら
の
負
担
金
で
す
。
ま
た
歳
出
の
三
十

一
％
を
公
債
費
が
占
め
て
い
ま
す
。
施

設
整
備
に
伴
う
起
債
の
償
還
な
ど
に

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
償
還
は
、

〇
八
年
度
が
ピ
ー
ク
で
一
〇
年
度
か

小川地区 

衛生組合議会 

〇
六
年
度
小
川
地
区
衛
生
組
合 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算 

歳
入 

十
三
億
五
六
三
八
万
千
円 

 

歳
出 

十
二
憶
九
八
六
三
万
千
円 

ら
減
額
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
〇
一
年

に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
改
善
工
事

が
行
わ
れ
、
取
り
付
け
ら
れ
て
六
年

が
経
過
し
た
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
交

換
工
事
が
終
了
。
焼
却
炉
は
一
か
月

に
三
日
程
度
停
止
し
、
点
検
、
清
掃
、

整
備
を
行
い
、
定
期
的
な
点
検
は
年

九
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

施
設
整
備
基
金
は 

一
〇
〇
〇
円 

 

二
〇
〇
四
年
、
ご
み
処
理
施
設
基

金
条
例
が
制
定
さ
れ
手
数
料
の
一
部

を
施
設
整
備
の
た
め
に
積
み
立
て
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現 

在
の
積
立
額
は
わ
ず
か
一
〇
〇 

〇
円
。
各
町
村
と
も
負
担
金
が 

重
く
積
み
立
て
に
回
せ
な
い
と 

い
う
こ
と
で
す
が
、
大
規
模
工 

事
か
ら
六
年
、
随
時
補
修
整
備 

を
し
て
い
て
も
焼
却
炉
の
耐
用 

年
数
は
と
う
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。
問

問
題
を
先
送
り
せ
ず
、
計

画
的
な
積
立
が
必
要
で

す
。 一

〇
年
度
、
一
六
年
度

ご
み
処
理
基
本
計
画
で

は
廃
棄
物
削
減
の
目
標

値
を
出
し
て
い
ま
す
が
、 

  

各
家
庭
に
協
力
を
求
め
る
だ
け
で

は
な
く
事
業
系
ご
み
を
排
出
し
て

い
る
事
業
者
に
も
削
減
計
画
を
求

め
て
い
く
べ
き
で
す
。 

東
松
山
市
と
小
川
地
区
衛
生
組

合
を
一
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
す
る
県

の
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
を
強
力

に
進
め
た
い
と
し
て
い
ま
す
が
、

「
脱
焼
却
」
へ
と
転
換
を
は
か
り

ゼ
ロ
ウ
エ
ス
ト
、
循
環
型
社
会
を

目
指
す
取
り
組
み
を
衛
生
組
合
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。
燃
え
る
ご
み
の
有
料
化
に
つ

い
て
は
五
町
村
の
足
並
み
が
そ
ろ

わ
ず
来
年
は
見
送
ら
れ
ま
す
。 

 

小川地区 

衛生組合焼却炉 

１１
月
２１
日
、
広
域
連

合
議
会
が
開
催
さ
れ

年
間
保
険
料
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
年
金
二

〇
八
万
円
の
単
身
者

の
場
合
、
保
険
料
が
年

額
八
万
六
千
三
一
〇

円
と
な
り
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
７５

歳
以
上
の
人
を
「
後
期

高
齢
者
」
と
呼
ん
で
ほ

か
の
世
代
か
ら
切
り

離
し
、
際
限
の
な
い
負

担
増
と
差
別
医
療
を

押
し
付
け
る
制
度
そ

の
も
の
の
中
止
を
求

め
て
、
党
派
や
立
場
を

超
え
た
共
同
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。 

■75 歳以上のすべての高齢者から

保険料徴収、2年ごとに見直し 

■保険料は年金から天引き 

■滞納者からは保険証取り上げ 

■保険で受けられる医療を制限 

年金 208 万円（一人世帯） 

年額 8万 6310 円 
こ
こ
が
変
わ
る 

２００７年１２月 

せせらぎ 

（１）No．４１９ 




